
令和元年度第３回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会 議事録 

 

日時・場所： 令和元年６月４日（火）13：30～14：45  評議会室 

出 席 者 ： 廣川理事長（議長）、青木副理事長、倉茂理事、山根理事、髙橋理事、 

井手環境科学部長、南川工学部長、宮本人間文化学部長、 

伊丹人間看護学部長、鈴木教授、京樂教授、甘佐教授、笹田委員、馬場委員 

欠 席 者 ： 徳満教授、久保田事務局次長、澤委員 

事 務 局 ： 山田総務課長、辻財務課長、小椋経営企画課長、澤村学生・就職支援課長、 

郡田教務課長、土渕地域連携・研究支援課長、杉田課長補佐、堀江主任主事 

 

 令和元年度第２回公立大学法人滋賀県立大学教育研究評議会議事録（案）について、原

案のとおり承認された。 

 

議  題 

審議事項 
 

１ 平成 30 事業年度における業務の実績に関する報告書（案）について 

  廣川理事長、青木副理事長、各担当理事より資料に基づき説明があった。原案のとおり

  承認され、引き続き経営協議会、役員会の審議に委ねることとされた。 
 

２ 高等教育修学支援新制度に係る確認申請を行うことについて 

  澤村学生・就職支援課長より資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり承認

  された。 

[主な意見・質疑等] 

  新制度が始まったら、現行の授業料減免制度等はどうなるのか。 

 →現在の減免対象者のうち８割くらいは新制度でも対象となる見込みである。対象

  とならない者への対応は検討課題である。 
 

３ 滋賀県立大学ＳＤＧｓ取組方針の策定について 

土渕地域連携・研究支援課長より資料に基づき説明があり、審議の結果、原案のとおり

  承認された。 

[主な意見・質疑等] 

  ・ＳＤＧｓに取り組んでいる大学は多いので、今後さらに本学の特色や強みを出して 

   いく必要がある。 

  ・学生はＳＤＧｓや本学の取組をあまり理解していないようである。学内や市民への 

   アピールが必要である。 
 
報告事項 
 

１ 教員の採用について 

      廣川理事長より資料に基づき報告があった。 
 

２ 平成 30 年度卒業・修了者の進路状況等について 

  澤村学生・就職支援課長より資料に基づき報告があった。 

[主な意見・質疑等] 

  全国平均のデータにおいて、求人倍率が上がっているのに就職内定率が下がっているの

  はなぜか。 

 →調査して次回返答する。 



 
３ 令和元年度在籍学生数の状況について 

澤村学生・就職支援課長より資料に基づき報告があった。 
 

４ 近江楽座採択結果について 
土渕地域連携・研究支援課長より資料に基づき報告があった。 

 
５ 各委員会等の結果の概要について 

（１） 令和元年度第１回地域連携推進本部員会議（書面開催）   

（２） 令和元年度第２回衛生委員会               

（３） 令和元年度第１回教務委員会             

（４） 令和元年度第１回入試委員会              

（５） 令和元年度第２回国際交流委員会             

（６） 令和元年度第１回自己評価委員会             

（７） 令和元年度第１回動物実験委員会            

（８） 令和元年度第１回発明委員会（書面開催）    
 
そ の 他 


